
  

 

神龍寺旧本堂と秋元梅峰老師立像(立像は、戦時中に

供出され、現在は新本堂前に胸像が設置されている) 
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進
修
会｣

発
足 

 

1897

［
明
治
30

］
年
４
月
７
日
、
茨
城
県
尋
常

中
学
校
土
浦
分
校
が
設
置
さ
れ
る
と
、
14

日
に

選
抜
試
験(

入
学
志
願
者
193

名)

が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
18

日
に
山
口
剛
の
外
79

名
に
入
学
が

許
可
さ
れ
、
22

日
か
ら
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

開
校
１
年
目
の
教
員
は
、
主
任
教
諭
畑
勇
吉
先

生(

社
会 

在
職
1897

年
～
1899

年)

、
高
野
虎
次
郎

先
生(

数
学 

在
職
1897

年
～
1916
［
大
正
５
］
年)

、

高
崎
吉
之
助
先
生(

体
操 

在
職
1897

年
～
1899

年)

、

岡
田
毅
三
郎
先
生(

博
物 

在
職
1897

年
～
1899

年)

の
４
名
で
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
は
、
早
速
、｢

進
修
会｣

設
立
に
向

け
て
動
き
出
し
た
よ
う
で
、
名
越
時
孝
先
生

(
国
漢 

在
職
1898

年
～
1908

年
）
は
、
1907

［
明
治
40

］

年
11

月
発
行
『
進
修
創
立
十
周
年
記
念
録
』
に

｢

十
周
年
間
の
小
歴
史｣

と
題
し
て
、｢

進
修
会｣

設
立
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 
｢
…
…

。
僅
か
に
四
名
の
先
生
と
八
十
名
の

生
徒
に
て
最
初
の
一
学
年
は
経
過
せ
し
な
り
。 

然
れ
ど
も
斯
か
る
創
始
の
際
た
る
に
拘
は
ら

【
か
か
わ
ら
】
ず
学
校
の
正
科
と
共
に
相
須
ち

【
あ
い
ま
ち
】
て
精
神
身
体
を
錬
磨
す
べ
き
進

修
会
は
此
歳
よ
り
既
に
発
起
さ
れ
た
り
蓋
し

【
け
だ
し 

ま
さ
し
く
。
】
其
の
始
は
四
月
中
よ

り
学
生
間
の
同
志
の
徒
が
相
会
し
て
親
睦
を

謀
り
し
に
起
り
次
第
に
拡
張
し
て
他
の
体
育

会
、
茶
話
会
な
ど
い
へ
る
も
の
を
合
併
し
全
校

一
致
し
て
遂
に
進
修
会
と
名
づ
け
先
づ
演
説

討
論
部
、
雑
誌
部
、
運
動
部
、
撃
剣
柔
道
部
の

四
部
に
組
織
し
十
二
月
三
日
を
以
て
其
発
会

式
を
挙
げ
た
り
と
い
ふ
、
抑
も
【
そ
も
そ
も
】

学
生
が
正
科
に
対
し
て
彼
此
の
別
な
く
専
心

勉
励
す
べ
き
は
勿
論
な
れ
ど
も
亦
之
れ
と
共

に
各
自
の
才
能
に
応
じ
余
力
を
以
て
自
修
錬

磨
す
べ
き
文
芸
武
技
の
必
須
た
る
や
言
を
待

た
ず
是
れ
寧
ろ
学
生
の
踴
躍
【
踊
躍 

よ
う
や
く 

お
ど
り
あ
が
る
こ
と
】
活
動
す
べ
き
一
楽
地
に
て

一
致
融
和
親
愛
の
情
も
亦
自
ら
其
の
間
に
蓊

勃
た
る
【
お
う
ぼ
つ
た
る 

さ
か
ん
な
さ
ま
】
も
の

あ
り
正
科
を
筋
骨
と
す
れ
ば
此
会
は
血
脈
と

も
謂
ふ
べ
き
か
而
か
も
斯
の
如
き
会
が
既
に

此
の
際
に
創
立
さ
れ
し
は
喜
ぶ
べ
き
現
象
に

て
当
時
ま
だ
一
年
生
た
り
し
成
井
籐
三
郎
、
山

口
剛(

中
１
回)

、
中
山
庄
一
郎(

中
１
回)

等
諸

氏
の
尽
力
は
蓋
し
多
と
す
べ
き
も
の
あ
る
な

り
。…

…

。｣ 

 
 

入
学
当
初
か
ら
、
新
入
生
た
ち
の
多
く
は
、

同
級
生
の
秋
元
梅
峰(

中
１
回 

後
の
神
龍
寺

第
24

世
住
職
。
社
会
福
祉
活
動
に
尽
力
し
、
私

財
を
投
じ
て
土
浦
花
火
大
会
を
創
始
し
た
。)

の
実
家
で
あ
る
西
門(

現
文
京
町)

の
神
龍
寺

で
、
し
ば
し
ば
茶
話
会
を
開
き
、
或
い
は
体
育

会
を
組
織
し
て
活
動
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、

成
井
籐
三
郎
、
山
口
剛
、
中
山
庄
一
郎
ら
の
尽

力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
合
併
さ

れ
、
全
校
が
一
致
し
て｢

進
修
会｣

を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。｢

進
修｣

の
名
は
『
易
経
』
の｢

君
子

進
徳
修
業
、
忠
信
所
以
進
徳
也｣

(注)

に
拠
っ
て

い
ま
す
。 

 

(注)｢

君
子
進
徳
修
業
、
忠
信
所
以
進
徳
也(

君
子
は
徳
に

進
み
業
を
修
む
。
忠
信
は
徳
を
進
む
る
所
以
な
り)

」 
 
｢

進
徳
修
業｣

と
は
、｢

人
徳
を
錬
磨
し
、
学
業
を
修
め

る｣

こ
と
で
あ
り
、
徳
を
進
め
る
た
め
に
は
、｢

忠
信｣

に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
易
経
』
に
感
銘
を
受
け
た
孔

子
は
、
『
論
語
』｢

衛
靈
公
第
十
五｣

で
、｢

子
曰
は
く
、
言

【
げ
ん
】
忠
信
、
行
【
お
こ
な
ひ
】
篤
敬
【
と
っ
け
い
】
な
れ
ば
、

蛮
貊
【
ば
ん
ぱ
く 

南
蛮
北
狄
の
よ
う
な
野
蛮
人
】
の
邦

【
く
に
】
と
雖
も
【
道
が
】
行
は
れ
ん
。｣

と
述
べ
て
い
る
。
つ

ま
り
、｢

忠
信｣

と
は
、｢

言
葉
に
真
心
が
籠
も
り
、
行
い
が

ね
ん
ご
ろ
で
あ
る
こ
と｣

で
あ
る
。
真
心
の
籠
も
っ
た
、
嘘
の

無
い
言
葉
を
遣
い
、
誠
実
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
、
徳
を

進
め
る
こ
と
、
人
格
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

進
修
会
発
会
式 

1897

年
12

月
３
日
、
神
龍
寺
で｢

進
修
会｣

の
発

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
1900

［
明
治
33

］
年
１

月
発
行
『
進
修
第
１
号
』｢
雑
報｣

に
は
、 

 
｢
…
…

。
而
し
て
当
時
に
於
て
は
、
只
に
、

一
部
の
者
に
止
ま
り
し
が
、
爾
来
日
進
月
歩
、

大
い
に
隆
盛
に
赴
き
、
校
内
一
致
、
彼
の
体
育

会
、
茶
話
会
の
如
き
も
糾
合
し
て
、
進
修
会
と

称
し
、
之
れ
を
分
か
ち
て
、
演
説
討
論
部
、
雑

誌
部
、
運
動
部
、
撃
剣
柔
道
部
の
四
と
し
、
会

規
も
今
や
大
成
し
ぬ
。
是
に
於
い
て
、
そ
の
発

会
式
は
明
治
三
十
年
十
二
月
三
日
を
以
て
挙

行
せ
ら
れ
た
り
。
此
の
日
雨
霏
々
【
ひ
ひ 

雪
・

雨
な
ど
が
し
き
り
に
降
る
さ
ま
】
と
し
て
糸
の
如

く
、
雨
降
り
て
地
固
ま
る
の
実
境
は
目
前
に
あ

り
、
あ
ゝ
、
本
会
の
隆
盛
知
る
べ
き
の
み
。
成

井
氏
、
こ
ゝ
に
発
会
の
主
旨
を
の
べ
会
規
を
朗

読
さ
れ
、…

…

。｣

と
あ
り
、
次
に
、
畑
分
校

主
任
が
会
の
沿
革
を
略
述
し
、
且
つ
将
来
の
希

望
を
述
べ
て
、｢…

…

。
本
会
は
諸
子
に
対
し

て
航
海
者
の
羅
針
盤
に
於
け
る
如
く
、
実
に
肝

要
の
も
の
な
れ
ば
、
諸
子
、
ゆ
め
怠
る
こ
と
な

く
、
益
本
会
の
主
旨
を
体
し
、
正
課
と
相
俟
ち

て
、
智
に
、
徳
に
、
体
に
、
勉
め
励
み
て
世
に

標
異
【
ひ
ょ
う
い 

ぬ
き
ん
で
る
。
傑
出
す
る
】
す

る
所
あ
れ
。
」
と
訓
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

生
徒
に
よ
る
演
説
や
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
、

各
部
の
理
事
を
互
選
し
て
散
会
と
な
り
ま
し

た
。 

 

進
修
会
の
各
部
は
、｢

十
周
年
間
の
小
歴
史｣

に
も
『
進
修
第
１
号
』｢

雑
報｣

に
も
、｢

演
説

討
論
部
・
雑
誌
部
・
運
動
部
・
撃
剣
柔
道
部｣

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
1899

年
の｢

進
修
会
会
則｣

(

『
進
修
第

１
号
』
所
収)

に
よ
れ
ば
、｢

第
四
条 

本
会
ニ

左
ノ
三
部
ヲ
置
ク 

一 

雑
誌
部 

一 

演

説
部 

一 

体
育
部｣

と
あ
り
、
加
え
て｢

体
育

部
規
約｣

で
、｢

第
二
条 

 

本
部
ヲ
分
チ
テ
左
ノ

二
科
ト
ス 

一 

撃
剣
柔
道
科 

一 

野
球

遊
技
科｣

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、｢

十
周

年
間
の
小
歴
史｣

・｢

雑
報｣

の｢

運
動
部｣

と
は
、

｢

野
球
遊
技
部(

｢

遊
技｣

は
陸
上
競
技
だ
と
思

わ
れ
る)｣

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
但
し
、

現
在
の
よ
う
な
部
活
動
で
は
な
く
、｢

体
育
部

規
約 

第
七
条｣

に
は
、「
五 

撃
剣
柔
道
科
ニ

第２０２号 

号 

号 

 

号 進修会 
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土浦中学校第１回生 

要
ス
ル
稽
古
着
竹
刀
類
ハ
当
分
数
ヲ
定
メ
テ

各
級(
学
年)

ニ
配
与
ス 

六 

野
球
科
ニ
要

ス
ル
ボ
ー
ル
其
他
ノ
器
具
ハ
数
ヲ
定
メ
テ
各

組
ニ
配
与
ス｣

と
あ
り
ま
す
か
ら
、
各
学
年
・

各
ク
ラ
ス
の
同
好
の
徒
が
、
放
課
後
や
休
日
に

運
動
を
楽
し
む
程
度
の
活
動
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。 

                     
 

進
修
会
の
組
織
と
運
営 

 
 

1906

［
明
治
39

］
年
と
1916

［
大
正
５
］
年
と
の

規
約
改
正
を
経
て
、
進
修
会
の
組
織
は
次
の
よ

う
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
は
、
特
別
会
員(

土
浦
中
学
校
職
員)

・

賛
助
会
員(

土
浦
中
学
校
旧
職
員
及
び
卒
業

生)

・
通
常
会
員(

土
浦
中
学
校
生
徒)

・
名
誉

会
員(

特
に
進
修
会
に
功
労
の
あ
る
者)

の
４

種
で
、
特
別
会
員
と
通
常
会
員
と
が
会
費
を
納

め
て
い
ま
し
た
。 

 

役
員
は
、
会
長(

学
校
長)

、
副
会
長(

首
席

教
諭)

、
理
事
長
・
部
長
・
副
部
長(

特
別
会
員

中
よ
り
会
長
が
委
嘱)

、
評
議
員
・
理
事(

特
別

会
員
及
び
通
常
会
員
が
選
出
し
た
候
補
者
中

よ
り
会
長
が
委
嘱)

、
各
部
幹
事(

該
当
部
員
中

よ
り
部
長
が
委
嘱
。
４
・
５
年
生
の
委
員
中
よ

り
１
名
ず
つ)

、
各
部
委
員(

通
常
会
員
中
よ
り

選
出
。
但
し
１
年
生
を
除
く)

と
定
め
ら
れ(

い

ず
れ
も
任
期
は
１
年)

、
部
長
・
副
部
長
の
先

生
の
指
導
の
下
に
、
幹
事
・
委
員
の
生
徒
を
中

心
に
、
会
は
運
営
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

1899

年
12

月
21

日
、
立
田
新
校
舎
に
移
転
。
更

に
、
1905

年
３
月
５
日
に
は
真
鍋
新
校
舎
が
完
成

し
、
各
施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
各

部
の
活
動
は
、
現
在
の
形
に
近
い
も
の
と
な
り
、

各
部
主
催
の
大
会
も
、
随
時
開
催
さ
れ
、
進
修

会
主
催
の
行
事
で
は
、
陸
上
運
動
会(

遊
技
部

が
主
管)

と
水
上
大
会(

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会 

水
上
部
が
主
管)

と
が
、
２
大
行
事
と
な
り
、

い
ず
れ
も
、
近
在
の
観
客
を
多
数
集
め
る
、
土

浦
の｢

名
物｣
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
雑
誌
部

に
よ
り
、
会
報
『
進
修
』
が
年
に
１
～
２
回
発

行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

予
算
・
決
算
、
予
備
費
の
支
出
に
関
す
る
件
、

会
則
の
改
正
、
名
誉
会
員
の
推
薦
、
陸
上
運
動

会
、
水
上
大
会
、
各
部
に
関
す
る
事
項
な
ど
の

案
件
は
、
幹
事
会(

理
事
長
・
部
長
・
副
部
長
・

理
事
及
び
幹
事
で
構
成)

で
審
議
し
た
後
、
評

議
員
会(

会
長
・
副
会
長
・
理
事
長
・
特
別
会

員
の
理
事
及
び
評
議
員
で
構
成)

に
諮
ら
れ
、

決
議
さ
れ
ま
し
た
。
陸
上
運
動
会
や
水
上
大
会
、

各
部
に
関
す
る
事
項
は
、
い
ず
れ
も
年
中
行
事

で
す
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
揉
め
る
こ
と
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
予
算
審
議
だ
け
は
別

で
、
各
部
の
要
求
が
も
の
す
ご
く
、
進
修
会
本

部
も
苦
慮
し
た
よ
う
で
す
。 

 
 

1908

年
２
月
発
行
の
『
進
修
第
11

号
』｢

各
部

の
記
録｣

に
は
、
幹
事
会
で
の
、
白
熱
し
た
1907

年

度
予
算
編
成
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
｢

進
修
会
幹
事
会
の
予
算
編
制
【
編
成
】
本
会 

各
部
が
活
動
の
命
脈
た
る
予
算
の
編
制
は
本

年
度
よ
り
改
正
規
則
第
三
十
八
条
の
規
定
に

依
り
四
月
十
九
日
土
曜
の
放
課
後
よ
り
幹
事

会
を
開
け
り
議
場
は
第
三
十
九
条
に
依
り
立

松
【
助
三
郎 

数
学 

在
職

1903

年
～

1908

年
】
理
事
長

を
議
長
と
し
て
各
部
長
副
部
長
各
部
幹
事
列

席
し
議
長
は
先
つ
各
部
よ
り
提
出
せ
し
予
算

案
に
拠
り
歳
出
入
の
大
体
を
説
明
し
如
何
に

し
て
歳
入
に
適
応
せ
る
予
算
を
編
制
し
得
へ

き
か
と
問
は
れ
し
が
各
部
に
於
て
は
何
れ
も

皆
其
部
の
必
要
に
迫
ら
れ
予
定
額
よ
り
超
過

す
る
の
已
む
を
得
さ
る
に
至
り
た
る
次
第
な

れ
ば
其
限
り
あ
る
歳
入
に
対
し
各
部
要
求
額

の
相
当
に
削
減
す
べ
き
標
準
を
得
る
こ
と
容

易
な
ら
ず
結
局
大
論
戦
に
火
花
を
散
ら
し
て

争
ふ
の
外
な
き
次
第
な
れ
ど
も
先
つ
不
十
分

な
が
ら
も
各
部
の
内
容
に
付
て
削
る
へ
き
を

削
り
兎
も
角
も
予
算
を
編
制
し
て
評
議
員
会

の
公
平
な
る
決
定
を
求
む
る
の
外
な
か
ら
む

と
の
議
、
多
数
を
以
て
之
に
決
し
夫
れ
よ
り
各

部
提
出
の
予
算
案
に
就
て
討
議
に
掛
り
し
が

何
が
扨
て
【
な
に
が
さ
て 

何
は
と
も
あ
れ
。
と
に

か
く
】
此
の
予
算
の
編
制
こ
そ
各
部
が
一
学
年

間
活
動
す
べ
き
生
命
な
れ
ば
甲
部
の
贏
【
え
い 

勝
ち
】
は
乙
部
の
輸
【
ゆ 

負
け
】
と
為
り
乙
部

に
余
裕
あ
る
は
丙
部
の
欠
乏
を
致
す
へ
き
道

理
な
れ
ば
質
問
は
利
簇
【
り
ぞ
く 

鋭
い
鏃(

や

じ
り)

】
を
乱
射
し
削
減
可
否
の
論
鋒
は
重
砲

巨
弾
の
炸
裂
暴
発
よ
り
も
烈
し
く
石
村
【
保
三

郎 

英
語 

在
職

1906

年
～

1908

年
】
柔
道
部
長
の
速
射

砲
、
比
田
【
重 

理
科 

在
職

1905

年
～

1914

［
大
正
３
］

年
】
野
球
部
長
の
隊
伍
整
然
た
る
陣
立
て
、
小

田
原
【
勇 

国
語 

在
職

1906

年
～

1908

年
】
水
上
部
長

の
迂
廻
運
動
、
或
は
伊
東
【
水
上
部
】
幹
事
の

逆
襲
、【
談
話
部
】
新
堀
髙
橋
の
突
貫
奮
闘
、
殷
々

【
い
ん
い
ん 
雷
や
大
砲
や
車
な
ど
の
音
の
と
ど
ろ

く
さ
ま
】
轟
々
【
ご
う
ご
う 

と
ど
ろ
き
響
く
さ
ま
】

勝
敗
未
だ
決
せ
す
し
て
日
暮
と
為
り
全
軍
交

綏
【
こ
う
す
い 

｢

綏｣

は
軍
隊
が
退
く
こ
と 

敵
味 

方
が
疲
れ
て
、
互
い
に
退
陣
す
る
こ
と
】
の
形
に
て 

此
日
は
解
散
せ
り
。 

 

再
び
幹
事
会
は
開
か
れ
た
り
此
日
【
４
月
23

日
】
の
論
戦
た
る
や
野
球
軍
は
堂
々
要
処
に
布

陣
し
て
軍
気
頗
る
振
ひ
し
が
他
の
削
減
砲
撃

の
勢
熾
【
さ
か
ん
】
に
し
て
果
て
は
各
部
の
混

戦
乱
闘
と
為
り
結
局
各
部
共
大
削
減
を
以
て

編
制
を
終
り
公
平
な
る
評
議
員
会
の
決
定
を

求
む
る
こ
と
に
帰
着
し
日
暮
解
散
せ
り
。 

 

幹
事
会
の
編
制
し
た
る
予
算
は
之
を
評
議

員
会
に
送
附
さ
れ
た
れ
ば
評
議
員
会
は
五
月

一
日
を
以
て
開
会
さ
れ
た
り
此
日
会
長
不
在

に
よ
り
平
川
【
正
寿 

社
会 

在
職

1906

年
～

1912

［
明

治
45
］
年
】
副
会
長
之
れ
が
議
長
と
な
り
公
平

慎
重
な
る
審
議
の
下
に
左
の
通
り
決
定
せ

り
。｣ 

 
 

各
部
の
数
は
、
進
修
会
発
足
当
時
、
演
説
討

論
部(

弁
論
部)

、
雑
誌
部(

文
芸
部)

、
運
動
部

(

野
球
遊
技
部)

、
撃
剣
柔
道
部
の
４
部
で
し
た

が
、
1915

［
大
正
４
］
年
度
に
は
、
文
芸
部
・
談

話
部(

弁
論
部)

・
剣
道
部
・
柔
道
部
・
野
球
部
・

庭
球
部
・
水
上
部(

ボ
ー
ト
部)

・
遊
技
部
の
８

部
に
、
1935

［
昭
和
10

］
年
度
に
は
、
文
芸
図
書

部
・
弁
論
部
・
剣
道
部
・
柔
道
部
・
野
球
部
・

庭
球
部
・
水
上
部
・
水
泳
部
・
競
技
部(

陸
上

競
技
部)

・
蹴
球
部
・
籠
球
部
・
園
芸
部
の
12

部

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

進
修
会
本
部
で
は
、
陸
上
運
動
会
・
水
上
大

会
の
開
催
と
会
報
『
進
修
』
の
発
行
と
が
、
主

な
仕
事
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
水
上
大
会
は
、

土
浦
港
の
護
岸
工
事
の
た
め
、
1934

年
を
最
後
に

実
施
で
き
な
く
な
り
ま
し
た(

代
わ
り
に
校
内

水
泳
大
会
が
1938

年
～
1942

年
ま
で
行
わ
れ
て
い

る)

。
陸
上
運
動
会
も
1943

年
以
降
は
、
勤
労
動

員
の
た
め
開
催
で
き
な
く
な
り
、『
進
修
』
も
、

1943

年
２
月
発
行
の
『
進
修
第
46

号
』
が
最
後
と

な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
(

高
21

回 

松
井
泰
寿)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


